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北海道における.カラマツ先枯病による造林地および苗畑の被害は.近年.特に昭和34年秋以来急激に

増加し，林力増強計画の一環としてのカラマツ造林の成否を左右するほどの一大障害となりつつある。し

かも，最近は東北地方においても調査が行なわれ.同地方でも太平洋沿岸の青森，岩手，宮城の各県に相

当ひどい被害がみとめられてレることは，佐藤15) (1961) の報告によっても明らかで.今後調査が進むに

つれて，さらに被害は増大するものと予想されている。

北海道では.かなり以前から本病が発生していたようで，魚住川 (1958) は.本病はすでに昭和14~15

年ごろから，札幌，小樽，函館.錫11路などで発生していたと記されており.ま fこ，亀井引 (1961)は，本

病の最初の記録は越智正六氏が.昭和13年 8 月に苫小牧で採集した標本によってなされたことを明らかに

した。

病名については，亀井7) (1961) が昭和18年 9 月に， 函館地方で散見された擢病木に対して井上元則氏

と協議して，檎枯病と命名した。これとは全く別に.沢田ω(195D) は.東北地方の本病による羅病苗木

について病原菌を同定し ， Physalospora laricina SAWADA という新種をつくり，病名をカラマツ校枯病

と記載した。しかし司本病名としては司ごく最近まで.カラマツ梢枯病が用いられていたっしかし梢枯病

を「さきがれ」病と読むのは.いささか無理なので，梢枯病は先枯病とすることになり，今日では先枯病

が用いられている。

このように，北海道および東北地方においては.かなり以前から本病が発生していたことは知られてい

るが，その被害が事実上ほとんど問題にされてし、なかったのである。このことは，魚住ω (1952) が北海

道の先枯病菌についてはじめて記載し.その際，本病の蔓延の可能性についてふれているが.その後1958

年に至るまでは.北海道および東北地方の先枯病についての報文が，全くみあたらなレことによってもう

かがわれる。

1958年以降，東北地方で横沢・村井20) (1958). 横沢21) (1959) によって司苗畑のカラマツ養成苗の本病

による被害が報告され，北海道においては魚住17)18)19) (1958. 1部0 ， 1961) によって.本病による被害，

病原菌の形態および生活史についての報告が次々と出され.先枯病に対する関心が漸次高まってきた。さ

らに 1959年秋に札幌営林局管内のカラマツ造林地に本病が大発生するにおよんで，本病がカラマツ造林

の遂行上重大問題としてとり上げられ. 1961年には伊藤山) (1961)，佐藤凶(1961)，亀井8) (1961). 魚

住ω(1961) および筆者2剖24)25)(1961) 筆者および井上26) (1961) など P 本病に関する報文が次々と出さ

れるにおよんで，その関心は非常に高まってきている。

様苗畑におけるカラマツ先枯病の伝播について.林試研報， 130. (1961) p. 71 ~77 を第 1 報とする。

(1)北海道支揚保護部樹病研究室員
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筆者は魚住氏とは別に，北海道における方ラマツ先枯病についての研究を行なっているが，病原菌およ

びその生活史については，すでに魚住18)19) (1960. 1961) によって，また東北地方における被害の状況お

よび病原菌については佐藤15) (1961)によって.それぞれ報告された。しかし，これらについても.いま

だ補足すべき点があると考えられるので，本稿では特に北海道における本病による被害と病原菌とについ

て述べることにする。

本稿を草するにあたり，常々有益なご指導ならびにご助言を賜わっている林業試験場今関前保護部長.

同伊藤樹病科長， 同北海道支場三井前支場長. 向井上前保護部長. 同亀井研究顧問， 同小野樹病研究室

長，現地調査ならびに資料の収集に際して，種々ご便宜をとりはからっていただいた道内各営林局署およ

び道有林，各支庁，民有林の関係各位，菌株を分譲いただいた林業試験場保護部樹病研究室小林享夫技官

らに心からお礼申し上げる。また最後に，この研究を行なうにあたって，たえずご協力をいただいた林試

北海道支場樹病研究室の皆さんに厚く感謝する。

H 本病の分布と被害の概況

北海道における先枯病の分布は，第 1 図に示すとおりである。この図に示される点は，被害林分を一点

としてあるので，地域によっては，被害は連続している場合もありうる。

この図からも明らかなように，本病の発生は特に海岸地帯に集中していることがわかる。すなわち，函

館一江差一余市一小樽 留蔚一羽幌一稚内を結ぶ日本海沿岸.函館一長万部一室蘭ー苫小牧一浦河一広尾

一釧路ー根室を結ぶ太平洋沿岸，および根室ー標津.斜里一網走ー紋別一枝章一稚内を結ぶオホーツク海
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第 1 図 カラマツ先枯病被害造林地の分布(被害苗畑を含む)

Fig. 1 Distribution of damaged larch plantations by the shoot blight 

disease (containing damaged nurseries). 
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沿岸一帯の，汀線から数km 内外に，特に発生が多い。そのうちでも，道南の渡島・檎山地方と，長万部

一苫小牧間の内浦湾(噴火湾)沿岸地域に激害造林地がおおく，海岸からかなり奥にはいったところにも

被害が及んでいる。また.留煎一稚内聞の日本海沿岸にも激害造林地があり，かなり内部にも被害が発生

しているが，前記 2 地域とくらべると，面積ははるかに小さい。

これに反して.オホーツク海の沿岸地方は，本病の発生は各地にみられるが，そのほとんどが耕地防風

林で司一般の造林地の被害はあまりみあたらない。このことは，海岸近くはほとんど農耕地で.カラマツ

造林地が少ないことも大きな原因と考えられ.道南あるいは太平洋沿岸地方とは本病の伝播のための条件

がかなり異なっているものと考えられる。

内陸にはいると，苫小牧と札幌を結ぶ地域の造林地に.最近急激に被害が目だってきている。また，北

海道のほぼ中央部に位置する歌志内.芦別の地域に，かなりの面積にわたって被害が発生している。

次に本病による造林地の被害面積を所有形態別に調べてみると，第 1 表のとおりである。

筆者23) (1961) はさきに.道内で，今後どのような推移をとるかが心配されている被害造林地が.少な

くとも 3.0∞ ha はくだるまいと推定されるとのべたが，その後調査が進むにつれて，被害面積は急、激に

増加し， 1961年 7 月現在では 13 ， 970 ha に達していることを報告した2.) (1961)。その後もひきつづき関

第 1 表所有形態別カラマツ先枯病被害面積(昭和 36 年 7 月現在〕

Table 1. Infected area by the shoot blight disease in Hokkaido (July , 1961) (ha). 

所有形態

Owner of 
forest 

固有林

National 

道有林

Prefectural 

民有林

Private 

lみ
ロ

営R 林局
egional 被害面積

forestry Infected 
office area 

函 館 1.270 

Hakodate 

キL 。晃 2 ,270 

Sapporo 

旭 )11 
490 

Asahigawa 

3.600 

6, 340 

計 Total 13 ,970 

該当営林署.林務署.支庁

District forestry office , 
Branch office , concerned 

俄虫 Gamushi 室蘭 Muroran

今金 Imagane 東瀬棚 Higashisetana

木古内 Kikonai 江差 Esashi

八雲 Yakumo 岩内 Iwanai

札幌 Sapporo 恵庭 Eniwa

苫小牧 Tomakomai 白老 Shiraoi

余市 Yoichi 岩見沢 Iwamizawa 

芦JjIJ Ashibetsu 上芦別 Kamiashibetsu 

稚内 Wakkanai 天塩 Teshio

校宰 Esashi

函館 Hakodate 松前 Matsumae

倶知安 Kutchyan 留蔚 Rumoi

浦河 Urakawa 滝川 Takikawa

石狩 Ishikari 空知 Sorachi

上川 Kamikawa 後志 Shiribeshi

檎山 Hiyama 渡島 Oshima

胆振 Iburi 日高 Hidaka

十勝 Tokachi 釧路 Kushiro

根室 Nemuro 宗谷 Sôya

留萌 Rumoi
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係者によって調査が行なわれており.今後さらにこの数字は増加するものと思われる。とくに，函館・札

幌両営林局および民有林関係では，被害面積が増加する模様であるが.1E確な数字は現在までのところつ

まびらかではない。

この被害面積は所有形態別に示されているので.これを地域的に区分けして調べてみると，道南の渡島

・檎山地方では，国・道・民有林合計で約 5.6∞ ha に及び，全道被害面積の 4 割を占めている。ついで

室蘭・白老・苫小牧，すなわち胆振地方は約 2，印Oha で，全体の約 2割に当たり.残り約 4割が他の地

域に分布していることになる。もちろん，これらの数字は，激害.中害.微害の区別をせず，すべてを被

害林分として一括して表わしてあるが，激害林分(今後成林の見込みがないと考えられる被害林分)もか

なり多いことは.道有林だけでも，今後 5年間に改植を予定されている激害林分が 1 千数百 ha あること

からも容易に想像される。民有林の被害面積 6 ， 000 ha 余についてみれば，激害林分は 2 割強.中害が 3

割 5分，残り 4割強が微害という結果となっているが，道全体としては不明である。

樹齢別被害面積は，北海道全体としては不明の状態であるが.被害のほとんど全部が植栽後10年未満，

すなわち 2 齢級以下である。

被害をうける樹種としては，検沢・村井20) (1958). 横沢21) (1959) および柳沢・斎藤22) (19ω) などに

よって，三ホγ カラマツ(シγ シユウカラマツ)以外にも，ヨーロ叩パカラマツ，チョウセγ カラマツ，

グイマツ，シベリヤ方ラマツなど， ひろく Larix 属の樹木がおかされることが，苗畑における観察調査

によって明らかにされている。筆者もまた，これと同様の観察結果をえている。しかし，造林地では，被

害のほとんど大部分がz ホ γ カラマツで，ほかにはグイマツ.チョウセ γカラマツの被害がわずかにある

程度である。これは，造林されるカラマツのほとんど大部分が三ホ γ カラマツであるからである。

このように，造林地の被害については 2~3年前からかなり注意されるようになってぎたが，苗畑に

おける本病の被害についてはあまり関心が払われなかった。苗畑で.カラマツ商にかなりの被害があるこ

とに気付いたのは，ごく最近のことにすぎない。

苗木の被害については.魚住17) (1958) が.昭和32年 7~10月における道内 3 苗畑での被害を報告して
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第 2 図 カラマツ先枯病の発生した苗畑

Fig. 2 Distribution of damaged nurseries 

by the shoot blight disease. 

いるが.札幌営林局飯塚技官の調査結果によ

ると，昭和30年には白老営林署管内の委託苗

畑で40万本，岩見沢営林署管内由仁首畑では

12~20万本が被害をうけたということであ

る。また.亀井7) (1961) は.数年前に.日

高の静内苗何11でかなり多数の苗木の被害があ

ったとのべている。

筆者は機会あるごとに道内各地の苗畑を観

察し，道内で先枯病の発生している地域にあ

る苗畑では，ほとんど例外なく先枯病が苗木

にも発生していることを確認しているc すな

わち.筆者が確認、した苗畑だけでも.札刈，

藤城，野塚， 日高幌別， 苫小牧， 早来. 自

仁司野幌.幌別，樽前，豊富，稚内，鹿追.
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厚床，札弦，小清水，網走，常呂などで，いずれもカラマツ苗にかなりの被害があることが知られた。被

害がひどくなると司矯種床にも発病がみられる。これらの調査結果の一部についてはすでに報告した却

(横田， 1961) が.これらの苗畑を第 2 図に示す。第 l 図と第 2 図とをくらべてみると，被害をうけてい

る苗畑の位置は，いずれも先枯病の発生地域にあり.上記以外の首畑でも同地域内の苗畑の中には，かな

りおおくの被害首畑があるものと推察される。

苗畑での被害がとくに重要視されなければならない理由は.保菌苗が.それとは知らずに造林地へ運び

こまれることである。そして発病に好条件な立地環境であれば，植栽後まもなく保菌苗を中心として発病

がみられるようになる。このような例は道内の各所でみうけられる。

また?苗畑の近くに被害をうけた方ラマツがある場合.苗木が被害をうける例もある。北海道では.苗

畑の防風垣にカラマツを用いていることがおおしこの防風垣あるいは防風林が先枯病にかかり.これが

苗木に対する伝染源となっていることは.すでに筆者間〉ω (1961) がくわしく報告した。

E 病徴および標徴

a. 病徴

この病気にかかる校は，その年の春から伸長しはじめた.いわゆる新梢に限り.前年までに擢病しなか

った校は，もはや擢病することはない。先枯病に毎年おかされると，上長成長は全く停止し，毎年枯死す

る枝が叢生して，あたかも，ほうきを逆に立てたようになってしまう。激害林分では.植栽 7~8年で樹

高がわずか 1m くらいしかない激害木はめずらしくない (Plate 1, 2) 。

羅病した新梢に現われる形の変化は，感染した時期によって.典型的な先枯れタイプ.すなわちd躍病枝

の先端が下垂するタイプと.直立したままで枯死するタイプの 2 つに大別できる。

筆者23) (1961) は，北海道では. 7 月下旬ごろにはじめて病徴が現われるとのべたが，場所によっては

もっと早く， 7 月上旬には病徴が現われる場合がある。はじめは新檎の先端が生気を失なって下垂し，葉

は緑色から黄緑色となる。ついで.擢病した部分の枝につく葉は全部落葉し.下垂した先端部だけに掲色

となった枯れ葉が残るようになる。曲がった枝も褐色となる。そして，おおくの場合 J擢病校の一部から

樹脂が吹きだしてくる。このころになると，先端に残存する枯れ葉や校の色は灰紫褐色となり，乾燥して

収縮し，きわめて細くなるので.隣接する健全部といちじるしい対照を示すようになる (Plate 3) 。

病気がひどくなると J躍病部位は単に新梢の先端あるいは二次校だけでなく.新梢の中間部(軸の部分)

にも現われる。この場合.はじめは緑色をしてレた軸は淡紫色に変色するc この色は初期の最もいちじる

しい病微である。さらに病勢が進むと赤褐~紫褐色となり. この部分から樹脂が吹きだしてくる (Plate

3. E)。また，二次枝がまず擢病して枯死し. これから軸に病気が鉱大して.中間部に現われるのと同じ

病徴を示す場合もある (Plate 4. A. B)。はなはだしい場合には，新梢の数箇所が暦病して樹脂を吹き

だししだいにそれらの部分は枯死するので，乾燥，収縮し.その部分から上の新梢全体が枯死してしま

うことも珍しくない。

このような病徴は 7 月はじめから10月はじめごろまで見られる.いわゆる典型的な先枯れタイプの病微

である。

これ以後に擁病した場合には.新梢:ま下垂することはなか。すなわち且病患部の葉はすべて落葉し.枝

だけが直立したまま枯死し.やはり枝の一部から樹脂を吹きだすのである s これはおそらく?すでに新橋
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の組織がかなり硬化したために.枯死しても収縮することがないことによるものと考えられる。なお，苗

木にまれに見られるものであるが，翌春になって，前年のびた主軸の下方部分が一部細くなり.冬芽は十

分できていても開じょせず.樹脂が多少見られる病徴がある。ごくまれには，芽を吹いてから，細い部分

から上が枯れることもある (Plate 3. B)。これはおそらく感染時期がかなりおそかったために.病勢の

進行がおそく，翌春になってはじめて病徴として現われてきたものであろうが.タイプとしては.やはり

直立のタイプに入れてよいと思われる。

b. 標徴

下垂した権病校の先端部に残存する枯れ葉の基部が灰紫褐色をおびてくるころ，時期的には3 はやいも

ので 7 月中~下旬ごろから，葉の裏面で，とくに基部に近い部分や湾曲した校の部分に，黒色:立半球形に

もりあがった微細な点があらわれてくる。これが本病病原菌の不完全時代 Macroph()tna の柄子殻である

(Plate 3. D)。

標病新梢上では，おおくの場合， 11 月ごろから完全時代 Phys:llospora の子のう殻が形成されるが.そ

の間， 未熟な子のう殻の内部には Spermogonium が形成され， おおくは12月ごろには空洞となって.

Spermatia はみられなくなる c

子のう殻は，湾曲した新橋先端部や，樹脂を吹きだしているあたりの樹皮に埋まり.孤生または数個並

生し，成熟すると樹皮を下からつき破り，その裂開部から孔口あるいは子座様の黒色の菌体の一部をわず

か突出する。裂関部は軸の方向に長い紡錘形である。また，子のう殻は針葉上に形成されることもある

が，柄子殻よりもはるかに大きい。そのほか，葉枕部にもよく形成され，この場合は黒色の菌体がはっき

りと認められる (Plate 4. C. D) 。

子のう殻は新梢上に11月ごろから形成されつづけ，とくに翌年 5 月ごろからその数を増す。そして，佐

藤ω (1961) も述べているように.同一子座様体の中に，くり返して子のう殻が形成されるのではなく.

標病校の新しい部分に広がってゆき，穣病校上に無数の子のう殻が形成される場合もみられる。

前年に腐病した校は，越冬後このようにして子のう殻を形成しつづけ，今年椴病した新梢に子のう殻が

作られる初冬のころまで継続するが，子のう殻の最も多いのは 5~6 月で，その前後は数は少なし孤生

するものがおおい。すなわち，多少は別にして子のう殻は 1 年を通じて雁病枝上に存在することになる。

IV 病原菌

病原菌の形態については，沢田14) (1950) が東北地方の先枯病羅病苗木について記載を行ない ， Physaｭ

lospora laricina SAW.ADA が学名として今日用いられている。しかし，同氏は完全時代のみを記載し，こ

の不完全時代 ]l1acroρh()tna に関してはふれていなし、。その後，魚住19) (1961) は本病病原菌の生活史の

研究により ， Physafospora laricina と Macroph()tna の同根関係を立証し，さらに佐藤15) (1961) も東北

地方における本菌の生活史を明らかにし，形態および生活史の研究は，ほほ完成されたように思われるc

しかし，これらとは別に9 筆者は道内各地において羅病標本を採集し，病原菌の形態を調査するととも

にp 単胞子培養と病組織から分離した培養とを用いて培養上の性質の比較も行ない，道内の先枯病も.や

はり Physalospora laricina によるものであることが明らかになった。さらに， この培養試験により，

Physalospora と MacrophOl官。との同根関係も明らかとなったので，その概要をのべる。
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a. 病原菌の形態

調査の方法は， 1959年から1961年の間に，場所別，時期別に穣病枝葉を採集し.顕微鏡観察を行なうと

同時に，単胞培養あるいは病患部から組織分離した培養を用いて，これらの培養上の性質についても比較

検討した。

これに用いた材料の採集場所，採集時期，樹種.樹齢等は第 2 表および第 3 図に示すとおりである。­

測定は， Physalospora については，子のう殻の大きさ，殻壁の厚さ.暗号の長さと内径，子のうの大き

さ，子のl う胞子の大きさであり ， Macrophoma の場合は柄子殻の大きさ.殻壁の厚さ，分生子梗の長さ.

柄胞子の大きさである。このうち，胞子は50個‘その他にっし、ては最小10個とした。この結果は第 3 ， 4 

表に示してある。

第 3表から明らかなように，子のう殻は球形~扇球形で.その大きさはきわめて幅があり，直径は小は

170μ から大は 5叩 μ に達し，高さも 130μ から 3∞ μ となっている。形もほとんど球形と思われるも

のから，扇平なものまで，その関連続的に変化する。これらは採集の時期や採集地あるいは寄主の樹種な

どのちがいによることはなく，同ーの標本についても観察され，本菌自体のもつ性質のようである (Plate

5、。

時障の長さは，同一標本間にはそれほど差はないが，資料金体としてみると 60~120μ とかなりの変化の

幅がある。内径は，ほほ2O~50μ の値を示している。

殻壁の厚さは，切片の厚さによってもかなり変わってくるであろうが，これにもやはり相当な幅がある。

しかし，子のうおよび子のう胞子の大きさには，時期，場所，樹種等の別なく.きわめて安定した値を

示している。

子のうは無色，透明で梶棒状を呈し，長さは約 120μ 前後，直径は約 25μ 前後の値をとり，中に 8 個

の子のう胞子を有する (Plate 6. F)。子のう胞子は単胞，無色~淡黄緑色，楕円形~紡錘形または一端

日本 1毎
寸，.. Jo.po.n Seo.. 

オホーザ"昆
1he Se且 of Okltotsk 

太平洋
llle p(\[ìliιOcerut 

第 3図測定のための資料採集地

Fig. 3 Locality of collection of materials for measuring of the fungus. 
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第 2表供試先枯病病原菌

Table 2. Data of material used in the measurement for dimension of the fungus. 

a) 完全時代 Perfect stage (Physalospora). 

番号 採 集 地 樹 種 植栽年 採集年月日

No. Locality Host Planted year Date collected 

101 野 塚 Nozuka エホシ方ラマツ L.1. 1933 July 16 , 1959 

102 静 狩 Shizukari // // 1952 Aug. 1, 1959 

103 虎杖浜 Kojôhama // 1/ 1957 Dec. 2. 1959 

104 壮 瞥 S凸betsu ，グ 1/ 1953 June 30. 1960. 

105 静 狩 Shizukari グイ マツL.G. 1959 July 1. 1960 

106 静 j守 Shizukari
チョウセ γ

カラマツ L.k. 1959 July 1, 1960 

107 蛾眉野 Gabino z ホン方ラマツ L. し 1955 July 24. 1960 

108 千 松 Senmatsu 1/ // 1953 Aug. 21 , 1960 

109 徳 満 Tokumitsu 1/ // 1952 Sept. 14. 1960. 

110 苫小牧 Tomakomai ，グ // 1951 Oct. 12. 1960 

111 早 来 Hayakita // // 1954 Nov. 12. 1960 

112 静 狩 Shizukari // // 1952 Nov. 22. 1960 

113 苫小牧 Tomakomai // ，グ 1955 Apr. 27. 1961 

114 浜小清水 Hamakoshimizu // // 1957 Aug. 29. 1961 

115 ?者 滑 Shokotsu // 1/ 1955 Aug. 31 , 19M 

116 稚 内 Wakkanai // // 1955 Oct. 4. 1961 

117 苫小牧 Tomakomai // // 1958 Nov. 12. 1961 

118 広 尾 Hiroo // // 1955 Nov. 18. 19M 

119 浜 中 Hamanaka // // 1957&'58 Nov. 21. 1961 

120 大 沼 Ônllma // // 1953 Dec. 6 , 1961 

b) 不完全時代 Imperfect stage (Macrophoma) 

番号 採 集 地 樹 種 植栽年 採集年月日

No. Local ity Host Plantecl year Date collected 

201 千 本会 Senmatsu 三ホンカラマツ L.1. 1953 Sept. 25. 1959 

202 野 塚 Nozllka 1/ // * Oct. 30. 1959 

203 大中山 Ônakayama // 1/ 
争争 July 25 , 1960 

204 白 老 Shiraoi // // 1951 ? Aug. 29 ‘ 1960 

205 野 l幌 Nopporo
ヨーロ?ノぞ

カラマツ L.d. 1958 Sept. 1960 

206 豊 宮 Toyotomi グイ マツL.G. * Sept. 14 , 1960 

207 豊 富 Toyotomi z ホ γ カラマツ L.1. 9時 Sept. 14. 1960 

208 余 rl� Yoichi // 〆グ 1953 Sept.29. 1960 

209 苫小牧 Tomakomai // // 1921 Jan. 24. 1961 

210 浜小清水 Hamakoshimizu Jグ // 1957 Aug. 19M 

211 渚 滑 Shokotsu 1/ // 1955 Aug. 31 , 1961 

212 上幌内 Kamihoronai // 1/ 1954 Aug. 31 , 1961 

213 s五g五L 別 Noboribetsu // 1/ 1952 Oct. 1, 1961 

214 稚 内 Wakkanai グイ マツ L.G. * Oct. 4. 1961 

215 浜 中 Hamanaka 三ホシカラマツ L.1. 1957 & '58 Nov. 21 , 1961 

(Note) L.1.: Larix leptolepis (SIEB. et Zucc.) GORDON. 

L.G.: L. Gmelini GORDO百 L.k.: L. olgensis var. koreana NAKAl , 
L. d.: L. decidua ;\ÜLL , 持 2-year.old seedling. 
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第 3 表子のう殻，子のうおよび子のう胞子の測定値( ~クロ γ)

Table 3. Measurements for dimension of perithecium ・ ascus ancl ascospo: 巴

of the fungus (μ) . 

a) 子のう殻 Perithecium 

子 の フ 殻 Perithecium 

番号 直径 O泊meter I 高さ出ght E発 Beak 殻壁の厚さ
Width of 

No. 範間平均範囲平均 perithEcial 
RamlMm  Range|Mean Length I Diameter w~ll 

103 240~290 270 180~250 210 70~ 80 40~50 20~50 

105 200~310 260 200~240 210 60~ 90 40~50 25~50 

106 220~290 255 190~2 1O 200 50~ 80 30~50 20~:;0 

107 210~280 245 130~150 140 100~110 20~30 20'"'-40 
108 170~330 230 140~240 170 80~100 40~50 2C~40 

109 210~260 235 150~200 180 60~100 30~40 20~40 

110 250~300 280 170~190 180 100~110 30~40 20~30 

111 220~270 250 210~250 230 80~ 90 30~40 20~40 

112 220~320 270 160~290 235 80~ 90 30~40 20~50 

113 260~400 340 170~250 220 80~110 30~40 20~50 

114 260~340 315 2 1O~270 250 15~30 15~60 

115 300~500 400 180~300 240 100~120 30~40 30~70 

116 260~300 280 200~250 225 100~120 25~40 15~50 

117 350~390 365 230~250 240 80~100 20~50 15~60 

118 230~470 300 200~270 235 60~100 20~30 20~50 

119 240~360 300 200~250 235 70~ 90 20~30 20~50 

120 325~350 340 260~290 265 70~ 90 20~40 15~50 

b) 子のうおよび子のう胞子 Ascus and ascospore 

ナ σコ う Ascus 子のう胞子 Ascospore

番号
長 さ Length 最 大 f歪 長 径 Length 短 4歪 WidthMax. diam .. 

No. 範囲|平均 範囲 i 平均 範 図 範 囲
Range I Mean Range I l¥vIean Range Mean Range Mean 

22.5~32.5 28.6 10.0~13.8 12.0 
102 25.0~32.5 27.7 10.0~11.6 10.4 
103 110~140 123 21~25 22 25.0~35.。 27.9 10.0~13.8 12.0 
104 22.5~37.5 29.5 10.0~15. 。 12.0 
105 120~140 131 20~28 25 25.0~32.5 28.9 10.0~15. 。 12.5 

106 105~140 124 20~27 24 25.0~35. 。 28.8 10.0~12.5 10.8 
107 105~140 116 22~30 26 25.0~32.5 27.5 10.0~12.5 11.0 
108 100~ 140 118 25~35 29 25.0~35. 。 27.5 10.0~15. 。 12.3 
109 95~140 121 25~32 28 22.5~32.5 27.5 10.0~1 1. 3 10.5 
110 100~130 114 22~28 24 25.0~32.5 29.0 11.3~12.5 12.0 

111 90~130 110 2:~~30 26 25.0~32.5 28.3 1O .0~12.5 10.8 
112 100~140 119 20~30 24 25.0~30. 。 26.5 10.0~12.5 11.4 
113 120~145 129 25~33 29 25.0~32.5 28.6 10.0~12.5 11.2 
114 105~140 121 25~28 26 22.5~30. 。 26.8 8.8~12.5 10.5 
115 100~130 120 25~28 27 20.0~32.5 27.7 7.5~12.5 9.9 

116 1l 0~130 118 23~28 26 25.0~32.5 28.0 8.8~1 1. 3 9.7 
117 ! lOO~135 113 25~30 27 22.5~35. 。 28.2 8.8~12.5 10.8 

120 25~30 27 25.0~37 .5 30.0 10.G~12.5 11.1 
119 I 12G~140 128 25~30 27 25.0~37 .5 29.8 10.0~12.5 11. 1 
120 I 115~130 120 25~28 27 22.5~30. 。 26.8 8.8~12.5 10.5 
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第 4 表 柄子殻および柄胞子の測定値(ミクロン)

Table 4. Measurements for dimension of pycnidium and pycnospore of the fungus (.u). 

a) 柄子殻 Pycnidium 

柄

番号
長径 Max. diam. 

No. 範 囲 |平均
Range Mean 

201 120~150 135 

203 130~180 150 

205 100~130 115 

206 100~110 105 

209 140~150 140 

210 130~160 150 

211 170~210 200 

212 130~160 145 

213 130~200 165 

214 150~190 170 

215 170~210 185 

b) 柄胞子 Pycnospore 

番号
長 径: Length 

No. 範 囲|平均
Range I Mean 

201 17 .5~30. 。 23.0 

202 21.0~27 .0 25.1 

203 17.5~27.5 21.9 

204 20.0~30. 。 24.2 

205 20.0~32.5 24.4 

206 20.0~27 .5 24.2 

207 20.0~30. 。 25.1 

208 17.5~27.5 20.9 

209 17.5~27.5 22.4 

210 15.0~27 .5 21.0 

211 17.5~27.5 21.3 

212 15.0~25. 。 19.8 

212 17 .5~30. 。 23.4 

214 17.5~30. 。 22.3 

215 15.0~25. 。 20.0 

子 殻 Pycnidium 

短径 Min. diam. 
殻壁の厚さ 分生子梗

範 囲 Width of 
Conidiophore Range Mean pycnidial wall 

90~120 110 20~30 5~10 

120~150 130 20~40 5~12.5 

100~110 105 20~30 5~12.5 

70~100 90 20~25 5~12.5 

110~120 115 30~40 5~12.5 

120~140 135 1O~30 5~10 

150~190 175 1O~30 5~12.5 

120之 135 130 1O~25 5~10 

100~200 155 15~30 7.5~12.5 

130~170 150 15~25 5~12.5 

150~170 160 1O~30 5~12.5 

短 径 Width

範 囲|平均
Range I Mean 

が他端よりも細くなって西洋梨形を呈し

頼粒質に富む (Plate 6. G)。大きさは

長さ 28μ 前後ヲ幅は 11μ 前後で‘こ

れも子のうの場合と同様に，きわめて一

定した値を示している。側糸!工豊富に存

在し.無色で子のうより多少長く. I隔は

3μ で先端がわずかに膨大する。

7.5~1 1. 3 

9.0~10.5 

7.5~10.0 

7 .5~ 10.0 

7.5~1 1. 3 

7.5~11.3 

7.5~10.0 

7.5~10.0 

7 .5~ 8.8 

5.8~12.5 

6.2~ 8.8 

7 .5~10.0 

7 .5~ 8.8 

5.0~ 8.8 

7.5~10.0 

9.9 

9.7 

7.8 

8.9 

9.6 

9.2 

9.6 

8.3 

8.3 

9.8 

7.6 

8.5 

7.6 

7.5 

8.3 

Macrophoma の測定値は第 4表に示し

てある。柄子殻は球形~やや扇球形で，

その大きさはやはり多少の幅があるが.

長径はおよそ 150μ. 短径は約 130μ 前

後とみなされ.無数の柄胞子を内蔵して

いる (Plate 6. A~D)。ただ豊富産の

グイマツ上の柄子殻はやや小さし渚滑

産のはやや大きい傾向を示したが，後述

するように，柄胞子の大きさには差がみられなかった。

柄子殻の壁は黒色で，厚さは 30 μ 前後.わずかに孔口がみとめられるが.かちじるしくはない。分生

子梗は通直で，長さは約 8μ 前後である。

柄胞子は単胞，無色で楕円形~やや西洋梨形であるが，子のう抱子よりもいくぶん細長い感じであるc

これも子のうおよび子のう胞子の場合のように.標本の違いによる測定値の幅の変化はなく，平均した値

をとっている。大きさは，長径 22μ 前後，短径 9μ 前後とみてよいであろう (Plate 6. E)。
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以上，形態的観察および測定の結果から.本菌の子のう殻および柄子殻の大きさは.各標本間.さらに

は同一標本聞にも，かなりの違いがあることが知られる。これに反して.子のう.子のう胞子および柄胞

子の大きさは，採集時期.場所.樹種のいかんをとわず.つねに一定した値を示し，とくにそれらの最大

値に差がみられない。

b. 病原菌の培養

道内各地で採集した擢病枝上の病原菌の測定を行なうと同時に.これらから分離した培養，およびその

他の培養がどのような性質を示すかを調べ.それぞれの聞に差があるかどうかを明らかにするために. 3 

種類の培養基を用いて培養試験を行なった。

供試菌は第 5表に示すとおりである。これらのうち， KPS43-7. Lks-2 , LGs-l. HOM-l. TMS-I0. 

Lds-lの 6 分離系統'，1，形態の測定に用いた標本からの単胞分離である。樹種はエホンカラマツ.チョウ

センカラマツ，グイマツ，ヨーロ v パカラマツの 4種である。

培養基は.パレイシヨ寒天培養基.斎藤氏しょうゆ寒天培養基および CZAPEK 氏寒天指養基の 3 種類穏

を用いた。

あらかじめペトリ血のパレイシヨ寒天培地上に培養しておいた12の供試菌の菌そつの外縁部から一小片

第 5表供試菌の分離系統

Table 5. Data of isolates of the fungus used in the experiment. 

番号 培養 分離源 標本採集地 樹 種 植栽年 分離年月日 備考

No. Isolate 
Source of 

Locality Species of host Planted Date' of Re-
isolation year isolation marks 

l KPS 43-7 単子のう胞子虎杖浜 Kojõhama ニホシカラマツL.l. 1957 15/百111. '59 105~~ ロl. a.* 
2 SPS-5 // 静狩 Shizukari // 1952 2/1II, '60 

'υ 3 Lks-2 // // 
チョウセシ

カラマツ L.k. 1959 13/¥1I. '60 106 

4 LGs-l 1/ 11 グイマツL.G. 1959 13/VlI. '60 105 

5 HOM-l 単柄胞子 大中O山nakayama ニホ γ カラマツL.l. *.時* I/VlH. '60 203 m.D ・** 
6 TMS-I0 // 豊富 Toyotomi グイマツL.G. 4時** 26/IX 町 '60 206 

7 Lds-l // 野幌 Nopporo
ヨーロすノf
カラマツ L.d. 1955 27/IX. '60 205 

B R-1115 組織 Tissue 千松 Senmatsu ニホンカラマツL.l. 1953 2?/TI. '59 

9 UTL-4 // 歌志内 Utashinai 1/ 1953 31/YlH. '59 

10 Lcー l // 聖子幌 Nopporo 
チョウセγ
カラマツ L.k. 1955 27/IX. '60 

11 SG91T 1/ 静狩 Shizukari ク.イマツL.G. 1958 ll/IX , '59 

12 Ld-8 1/ 野幌 Nopporo
ヨ一口、y ノ f

ラマ、ソ L.d. 1955 27/IX , '60 

発 Isolate from mono_ascospore. 

州 Isolate from mono_pycnospore. 

焚持発 2-year_old seedling. 

柑柑 The number in “ Remarks" shows that this was isolated from the sample of the same 
number in Table 2. 

1.. 1. : Larix le仰lゅis (S1EB. et Zucc.) GORDON 

L.G. : L. Gmelini GORDON 

L. d. : L. decidua M1LL. 

L. k. : L. olgensis var. kOT2all'l ;'¥AKA1 

殻パレイシヨ寒天培養基:バレイシヨせん汁 1飢旧民ブドウ糖 20g. 寒天 20g， 斎藤氏しょうゆ寒天培

養基:玉ネギせん汁 1α)cc， しょうゆ 5()Cc，シヨ糖 50g. 水 85()cc，寒天 20g， CZAPEK 氏寒天培養基
:水 1∞Occ， MgSO. O.5g, K ,HPO , 19. KCl O.5g, NaN03 2g. シヨ糖 30g‘ FeSO， O.01g. 寒
天加E。
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をとり，これを上記 3種類の培養基に接種して 25~260C に保ち. 20日後に菌そうの状態を調査し(Plate

7). さらに菌そうの中心部とペトリ皿のへリの部分の空中菌紙と潜入菌総の一片をとって，顕微鏡的観察

を行なった (Plate 8)。なおその間， 6 日後と 9 日後の菌そうのひろがりをも調査した。 このため，各

培養ともベトリ皿 5枚を 1組として実験を行なった。その結果は第 6. 7 表および第 4 図に示しである。

第 6表 3種の培養基上における菌そうの状態

Table 6. 均 Appearances of 12 isolates of the fungus on three kinds of the medium 

CNov. 15~Dec. 5. 1960. 25~260C in the dark). 

a) On potato glucose agar. 

培養 Isolate

KPS 43-7 

SPS-5 

Lks-2 

LGs-l 

HOM-l 

TMS-I0 

Lcls-l 

R汁 115

UTL-4 

Lc-l 

SG91T 

Ld-8 

菌そうの状態 Description on the appearances of fungus colony 

Aerial mycelium abundant , grayish white. making a concentric circle ; 

mycelium of inner part � the circle tiny floccose ; that of outer part pale 

gray. somewhat reticulate ; appering small masses of hyph疇 iiJ. various 

parts of the surface of the colony ; submerging hyphae dark green. 

Do. 

Do. 

Aerial mycelium abundant , white-gray , making 2 concentric circles ; 

marginal hyphae of the colony white and somewhat reticulate; submerging 

hyphae dark green. 

Aerial mycelium abundant, white-gray , making a concentric cir輙e; 

mycelium of inner part of the circle thick and gray , and that of outer 

part somewhat reticulate ; appearing small masses of hyphae in various 

parts on the surface of the colony ; submerging hyphae dark green. 

Aerial mycelium medium , floccose , gray ‘ making a concentric circle , 
which clearly borclerecl by gray-white mycelium; submerging hyphae dark 

green. 

Aerial mycelium abunclant , grayish white-gray ‘ making a concentric 
circle ; mycelium of the inner part of the circle somewhat thick and that 

of ollter part more or less reticulate ; submerging hyphae dark green. 

Aerial mycelillm medium , white-grayish white. making a concentric 

c�cle ; mycelium of the inner part of which somewhat thick ; forming 

small masses of hyphae on the surface of the colony ; submerging hyphae 

dark green. 
4 

Colony somewhat irregular; aerial mycelium abundant , white-gray , 
making a concentric circle ; forming small masses of hyphae on the sllrface 

of 'the colony in the inner part of the circle ; submerging hyphae dark 

green. 

Aerial mycelium abundant , white-gray ・ making 2 concentric circles : 

slll>merging hyphae dark green. 

Aerial mycelium abundant , grayish white-gray ; surface of colony 

80mewhat reticulate , making a concentric circle ; in the central part and 

the part nearby the border-line of the circle appearing many water drops 

; making many small black points at the tip of the hyphae in the edge of 

the colony ; submerging hyphae greenish black and forming many small 

black points at the tip of the hyphae. 

Aerial mycelil鑪 abundant , grayish white-gray ・ making a concentric 

circle ; mycelium of the inner part of the circle somewhat. thick and making 

small masses of hyphae : that of the outer part reticlllate; submerging 

hyphae dark green. 
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第 6表 (つづき) Table 6. (Continued) 

b) On Saito's soy agar. 

培養 Is叩叫山O叶山la山 | 
KPS 4ω3-7 

SPS-5 

Lks-2 

LGs-l 

HOM-l 

TMS-10 

Lds-l 

R-1115 

UTL-4 

LC-l 

SG91 T 

Ld-8 

菌そうの状態 Description on the appearances of fungus colony 

Aerial mycelium abundant , grayish white-gray , floccose ; appearing 

sm'all masses of hyphae in the part nearby the edge of the Petri-dish ; 

submerging hyphae black. 

Do. 

Do. 

Do. 

Do. 

Aerial mycelium scanty ・ gray-blackish gray , making a obscure concenｭ

tric circle ; color of mycelium of the inner part of the circle deeper than 

that of the outer part and forming small masses of hyphae ; submerging 

hyphae black. 

Aerial mycelium abundant , grayish white-gray , floccose. making small 
masses of hyphae in the part nearby the edge of Petri-dish ; submerging 

hyphae black. 

Aerial mycelium abundant. grayish white-gray. forming small spherical 

masses of grayish white mycelium on the surface of the colony ; color of 

mycelium in the central part of the colony dark gray ; submerging hyphae 

black. 

Aerial mycelium abundant. grayish white-gray or pale dark , floccose. 

forming small masses of mycelium at the edge of the Petri-dish ; submer 

ging hyphae black. 

Do. 

Aerial mycelium abundant , grayish white-gray. forming small spherical 

masses of grayish white mycelium on the surface of the colony ancl apｭ

pearing small black points in the edge or miclclle part of the colony ; 

submerging hyphae black. 

Aerial mycelium abunclant. floccose. grayish white-gray , forming small 
masses of hyphae at the edge of the colony ; submerging hyphae black. 

Note. Mycelium of all isolates covered the whole surface of the medium. Therefore 

the color of submerging hyphae was observed from opposite side of the Petri-dish. 

第 6表は接種後20日の菌そうの肉眼的観察の結果を示してある。ノぞレイシヨ寒天培地上での，各培養の

菌そうの状況は大要次のとおりである。すなわち. 空中菌称の量は TMS-I0 と R-1l15 は中程度であ

ったが，他は豊富に生じた。空中菌紙の色調は.灰白色~灰色であるが. KPS43-7 はやや淡く. SG91で

ではやや濃い傾向を示した。潜入菌紙はいずれも縁黒色で差は見られない。すべての培養が同心円状の菌

そうを生ずるが， TMS-I0 はとくに明りょうであった。同心円の内部の空中菌総は密な綿毛状で，外部

はやや網白状を呈した。特殊な構造としては， SG91 T では菌そうの表面に水滴ができp とくに中央部

や同心円の境日付近におおく見られた。また菌そうの周辺部の菌将、および潜入菌紙の先端には黒色の小点

が多数形成された。これは，後述の Spermogonium で.中に無数の Spermatia が存在した。

斎藤氏しょうゆ寒天培地上では，各培養とも成長がきわめて盛んであって，菌そうの状況にもとくにい

ちじるしい変化は認められなかった。空中菌紙の量も， TMS-IO が少なかった以外は3 どれも豊富であ

った。色調は灰白~灰色で綿毛状を呈しァペトリ皿の周辺部では，菌続、が所どころに集まって小波状を呈
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第 6表 (つづき) Table 6. (Continued) 

c) On Czapek's solution agar. 

培養 1s叩叫叫0ω山la悶 | 
KPS4必3一マ7 

SPS-5 

Lks-2 

LGs-l 

HOM-l 

TMS-I0 

菌そうの状態 Description on the appearances of fungus colony 

Aerial mycelium medium , grayish white・gray ， more or less making a 

concentric circle ; mycelium of the inner part of the circle dense , forming 
small masses of hyphae ; and making small masses of floccose hyphae or 

reticulate in the outer part of the circle ; submerging hyphae dark green. 

Do. 

Do. 

Aerial mycelium gray-dark gray ; mycelium in the central part of the 

colony dense , and that of the outer part abundant and reticulate ; subｭ

merging hyphae dark green. 

Aerial mycelium grayish white-gray , making a obscure concentric circle ; 

mycelium of the inner part of the circle dense and deep colored and 

making a small masses of hyphae. and that of the outer part floccose and 

making a small masses of hyphae or reticulate ; submerging hyphae dark 

green. 

Aerial mycelium gray.dar k gray. dense in the central part of the colony. 

and ahundant and reticulate in the outer part ; submerging hyphae dark 

green. 

Lds-l I Aerial mycelium medium. grayish white.gray , more or less making a 

R-1115 

UTL-4 

LC-l 

SG91T 

Ld-8 

concentric circle ; mycelium of the inner part of the circle dense. forming 

small masses of hyphae ; and making small masses of floccose hyphae 

or reticulate in the outer part of the circle ; submerging hyphae dark 

green. 

Do. 

Do. 

Do. 

Do. 

Do. 

した。潜入菌絡はペトリ皿の裏面から観察すると黒色であった。この培地でも SG91 T の場合は，ペト

リ皿の中閉または周辺部に黒色の小点が多数形成された。これは後述のごとく Spermogonium と柄子

殻で， Spermatia と柄胞子の形成がみられた。

CZAPEK 氏寒天培地上では.各培養とも成長がおそし菌そうのひろがりは円形とはならず，不整形を

呈した。おおくの培養は不明りょうではあったが. 同心円状の菌そうをつくった。 しかし LGs-1 と

TMS-10 では， ほとんど同心円はみとめられなかった。空中菌紳刀色調は，灰白~灰色であったが，

TMS-10 はやや濃色であった。 この培地では.むしろ周辺部の空中菌総の方が綿毛状で密な場合がおお

い傾向があり， この菌総が所どころで集合して小塊状または網目状を呈した。潜入菌紙は縁黒色を呈し

た。この培地上でも， SG91T だけはp 培地の表面に微小黒点を多数形成した。これは.柄子殻で，柄抱

子も観察された。

斎藤氏しょうゆ寒天培地は濃茶褐色に着色したが.他の 2 種類の培地は着色しなかったc

菌そうの各部分の菌総の状態を顕微鏡観察した結果は第 7表に示されている。この表をみてもわかるよ

うに，菌そうの状態は肉眼的には多少異なっている場合がみられでも，顕微鏡下ではほとんど違いがみら
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第 7表 3 種の培養基上の菌紙の性質

Table 7. Microscopic observations on the characteristics of fungus hyphae. 

a) On potato glucose agar. 

養
同
一
円

a
-
4
 

1
0
-
q
u
 

培
h

一
貯

PSS-5 

Lks-2 

LGs-l 

HOM-l 

Hyphae septate , branch-I Hyphae septate 司 branch-I Hyphae septate , memｭ
ing , membrane thin , hya-I ing,membrane thin. hyaline I brane thin , branching , hyｭ
line ‘ rarely pale dark; I or dark brown ; hyaline I aline or dark brown ; 
sometimes hyphae swollen I hyphaeoftenpartial1yswol-1 hyaline hyphae often swolｭ
and shrinking at the sep-Ilen and shrinking at the Ilen and shrinking at the 
tum or branching ; having I septum or branching ; hav-I septum or branching ; some 
no special structure. I ing no special structure. I hyphae thickand granulate; 
hyaline hyphae : 1.5~4 I hyaline hyphae: 2~5 I dark brown hyphae contiｭ
pale dark hyphae : 2~41 clark hyphae : 2.5~6 I nue to hyaline hyphae and 

separated by the septum. 
hyaline hyphae: 1. 5~4 
dar k hyphae : 2~4 

Do. 
hyaline hyphae: 1. 5~5 
dark hyphae : 2~4 

Do. 
hyaline hyphae: 1.5~6 
dark hyphae : 2~3 

Do. 
hyaline hyphae: 1.5~6 
dark hyphae : 2~4 

持 Dark hyphae abundant. 
hyaline hyphae granulate 
and containing oil drops. 

Do. 
hyaline hyphae: 1.5~6 
dark hyphae : 2~5 

Do. 
hyaline hyphae: 1. 5~5 
dark hyphae : 3~6 

周辺菌紙
恥larginal hyphae 

Do. 
hyaline hyphae: 1 . 5~4 
pale dark hypahe : 2~4 

Do. 
hyaline hyphae: 1.5~4 
pale dark hyphae : 2~5 

Do. 
hyaline hyphae: 1.5~4 
pale dar k hyphae : 1. 5~4 

Do. 
hyaline hyphae: 1.5~5 
pale dark hyphae : 2~5 

同
統
計

菌
印ρ・

、

部
h

央
mQ

L
 

中
hn

y
 

vd 
H
 

Do. 
hyaline hvohae: 1. 5~4 
d~rk hyph瀑 : 2~5 

Do. 
hyaline hyphae: 1.5~4 
dark hyphae : 3~5 

Do. 
hyaline hyphae: 1.5~4 
dark hyphae : 1. 5~4 

Do. 
hyaline hyphae: 1. 5~5 
dark hyphae : 2~5 

TMS-10 I Do. I Do. 
hyaline hyphae: 2~4 I hya}i~e hyphae: 2~5 
p瀝e dark-hyphae : 2~51.. ~ark ~yp~ae : _2~? 

I * Some hyaline hyphae 
granulate. 

Lds-l 

R-1115 

UTL-4 

LC-l 

SG91T 

LcI-8 

Do. 
hyaline hyphae: 1. 5~5 
pale dark hyphae : 2~5 

Do. 
hyaline hyphae: 1. 5~5 
pale dar k hyphae : 2~4 

Do. 
hyaline hyphae: 1. 5~5 
pale dark hyphae : 2~5 

Do. 
hyaline hyphae: 1. 5~4 
pale dar k hyphae : 2~4 

Do. 
hyaline hyphae: 1. 5~5 

奨 pale dark hyphae : 2~4 
Many spermatia formed_ 

spermatium: 2.5xl 

Do. 
hyaline hyphae: 1.5~4 
pale dark hyphae : 2~4 

Do. 
hyaline hyphae: 1. 5~5 
dark hyphae : 2~5 

Do_ 
hyaline hyphae: 1. 5~4 
dark hyphae : 2~4 

Do_ 
hyaline hyphae: 1. 5~5 
dark hyphae : 2~5 

Do. 
hyaline hyphae: 1. 5~4 
dark hyphae : 2~4 

潜入菌総
Submerging hyphae 

Do. 
hyaline hyphae: 1.5~5 

9e dark hyphae :2~4 
Hyaline hyphae often 

granulate. 

Do. 
hyaline hyphae: 1.5~5 
dark hyphae : 2~6 

Do. 
hyaline hyphae: 1.5~4 
dar k hyphae : 2~4 

Do. 
hyaline hyphae: 1. 5~5 
dar k hyphae : 2~4 

Do. 1 Do. 
hyaline hyphae: 2. 5~4 I hyaline hyph疇: 2~5 
dark hyphae : 2.5~4 I dark hyphae : 2~4 

後 Many spermatia and pyード Many pycnospores for-
cnospores formed. I med_ spore: 17.5~25x7~ 
spermatium 2.5x 1 18.5 
spore : 17.5~22_5x7~8.5 

Do_ 1 Do. 
hyaline hyphae: 1.5~41 hyaline hyphae: 1.5~6 
dark hyphae : 2~4 I dark hyphae : 2~4 
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第 7表 (つづき) Table 7. (Continued) 

b) ﾚn Saito's 50y agai-. 

1121 
KPS43-7 

SPS-5 

Lks-2 

LGs-1 

HOM-1 

TMS-10 

Lcls-1 

R-1115 

UTL-4 

LC-1 

SG91T 

Ld-8 

周辺菌総| 中央部菌料、 | 
Marginal hyphae I Hyphae in the central part I 

Hyphae septate. branch-\ , Hyphae ,septat,e , ~em­
ing, membrane 小 in. hya-¥ þra田 thin ， branching ,hya­
lìne , rarely'pale' c1ark '; I !ine, or dark , ,often hy~li，~e 
sometimes hyphae partially ¥ hyphae gran~la!e ,p ,artially 
swollen. and' shri;'king 疸 ¥ s_wollen , and sþrink~ng at 
the septum or brf¥nchi� ; I ~he .septum or , ~ranching ; 
having no spec泊1 stt山ture.\ ha_ving. on ~pec，ial structure. 
hyaline l;yphae 2~5 ~yaFr: e hyphae: 2~5 
pale c1ark hypha色・ 2.5~51 dark hyphae : 2.5~5 

Do. I Do. 
hyaline hyphae: 2~4 ¥ hyalir:e hyphae , 2~4 
p瀝e c1ark'hyphae: 2.5~51 c1ark hyphae : 2.5~5 

Do. I Do.' 
hyaline hyphae: 1. 5~4 ¥ hya!ir:e h_yphae: 1. 5~4 
p瀝e dark'hyphae: 2~4.5\ 日c1ark hyphae : 2~4.5 

発 Hyaline hyphae aften 者 Hyaline hyphae often 
granulate. I granulate. 

Do. I Do. 
hyaline hyphae: 2~4 I hyaline hyphae: 2~4 
pale dark hyphae : 2~4\.. 9-_ark:. hy~hae， : 2~:4 

持}Iyaline hyphae often \帯 Hyaline hyphae often 
granulate. I granulate. 

Do. I Do. 
hyaline hyphae: 1. 5~4 ¥ hyaline hyphae: 1 . 5~5 
pilie c1ark hyphae : 2~5\ c1ark hyphae : 2~6 

Do. 
hyaline hyphae、: 1.5~5 

様 dark hyphae : 2.5~7 
Hyaline hyphae often 

granulate. 

Do. 
hyaline hyphae: 2~5 

長 dark hyphae : 2~5 
Hyaline hyphae often 

granulate. 

Do. Do. 
hyaline hyphae 1. 5~4 I hyaline hyphae: 1. 5~5 
pale dark' hyphae : 3~51" ~~ark:. hy~hae. : 3~? 

I * Hyaline hyphae often 
granulate. 

Do. 
hyaline hyphae: 1.5~i 
pale c1ark hyphae : 2~5 

普 Hyaline hyphae often 
thick and granulate. 

Do. 
hyaline hyphae: 1.5~4 
pale c1ark hyphae: 1.5~4 

Do. I Do. 
hyaline hyphae: 1. 5~4 I hyalir:e hyphae: 2. 5~5 
pale dark hyphae : 2~41.. c1ark hyphae : 2""5 

者 Hyaline hyphae often 
granulate. 

Do. 
hyaline hyphae: 1. 5""5 
dar k hyphae : 2.......5 

Do. 
hyaline hyphae: 1.5""4 
pale dark hyphae : 2~5 
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内
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潜入菌紙
Submerging hyphae 

I-Iyphae septate , mem 
bran巴 thin. branching.hyｭ
aline or c1ar k ; hyaline 
hyphae often very thick 
and granulate , containing 
oil drops. 

hyaline hyphae: 2~9 
dark hyphae : 2.5~5 

Do. 
hyaline hyphae: 2~7 
c1ark hyphae : 2""6 

Do. 
hyaline hyphae : 2~ 1 0 
c1ark hyphae : 2~6 

Do. 
hyaline hyphae: 1.5.......9 
c1ark hyphae : 3~5 

Do. 
hyaline hyphae: 2~9 
dark hyphae : 3~7 

Do. 
hyaline hyphae: 2.......10 
c1ark hyphae : 2""7 

Do. 
hyaline hyphae: 2~7 
c1ark hyphae : 2~5 

Do. 
hyaline hyphae : 2~12.5 
c1ark hyphae : 3~5 

Do. 
hyaline hyphae: 2~9 
c1ark hyphae : 3.......7 

Do. 
hyaline hyphae: 2~lO 
c1ark hyphae : 3~8 

Do. 
hyaline hyphae : 2~9 
c1ar k hyphae : 2~ 1 0 

Do. 
hyaline hyphae: 2-10 
c1ark hyphae : 2~9 
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第 7 表 (つづき) Table 7. 

c) On Czapek's solution agar. 

培養|
Isolate I 

KPS43-7 

SPS-5 

Lks-2 

LGs-l 

日OM-l

TMS-l0 

周辺菌紙
恥1arginal hyphae 

Hyphae septate. branchｭ
ing , membrane thin , hyaｭ
line or pale dark; sometiｭ
mes partially swollen ‘ ancl 
shrinking at the septl1m or 
branching ; hyaline hyphae 
often granulate; having no 
special strl1cture. 

hyaline hyphae: 1.5~5 
pale c1ark hyphae 2~5 

Do. 
hyaline hyphae 1.5~5 
pale c1ark hyphae : 2~6 

Do. 
hyaline hyphae: 1.5~4 
pale c1ark hyphae 2~4 

Do. 
hyaline hyphae 1.5~4 
pale dark hyphae : 2~4 

Do. 
hyaline hyphae: 1. 5~5 
pale c1ark hyphae : 2~5 

Do. 
hyaline hyphae: 1.5~4 
pale c1ark hyphae : 2~5 

Lcls-l I Do. 
hyaline hyphae 1 . 5~5 
pale dark hyphae: 1.5~5 
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LC-1 Do. 
hyaline hyphae: 1. 5~4 
pale c1ark hyphae : 2~5 

SG91T Do. 
hyaline hyphae 1.5~4 

袈 pale c1ar k hyphae : 2~4 
Many spermatia formecl 
spermatil1m 2.5x 1 

Ld-8 Do. 
hyaline hyph間1.5~5
paleζlark hyphae 2~5 

(Continuecl) 

| 中央部菌総 l 
Hyphae in the central part I 

Hyphae septate. branchｭ
ing , membrane thin , hyaｭ
line or pale c1ark ; someｭ
times swollen partially, ancl 
shrinking at the septl1m 
or branching; having no 
special structure. 

hyaline hyphae: 1. 5~5 
dark hyphae : 2~5 

Do. 
hyaline hyphae ! ..J ~6 
dark hyphae : 2~5 

Do. 
hyaline hyphae : ー・ 5........4
dark hyphae : 2~5 

Do. 
hyaline hyphae : ..] ~う
dark hyphae : 2~6 

Do. 
hyaline hyphae: 1. 5~ 7 
dark hyphae : 2~5 

Do. 
hyaline hyphae: 1.S~4 
dark hyphae 2~4 

Do. 
hyaline hyphae: ! . 5~? 
dark hyphae : 2~5 

Do. 
hyaline hyphae 1. ぅ~5
dark hyphae : 2~5 

Do. 
hyaline hyphae: 1 ， 5~6 
dark hyphae 2~5 

Do. 
hyaline hyphae 1.5~4 
dark hyphae : 2~5 

Do. 
hyaline hyphae 1. 5~4 
dark hyphae : 2~6 

* Many pycnospore and 
spermatia formed. 
spore: 17.5~22.5x7~8.5 
spermati um 2.5 x 1 

Do. 
hyaline hyphae 1.5~5 
dark hyphae : 2~5 
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潜入菌綜
Suhmerging hyphae 

Hyphae septate , branchｭ
ing. membrane thin. hyaｭ
line , rarely dark; granuｭ
late , swollen partially ，日n'c1
shrinking at the septum or 
branching ; having no 
special structure. 

hyaline hyphae: 2~7 
c1ark hyphae : 2~4 

Do. 
hyaline hyphae: 1. 5~6 
dark hyphae : 2~5 

Do. 
hyaline hyphae: 2~6 
dark hyphae : 2~5 

Do. 
hyaline hyphae: 2~5 
dark hyphae : 2~5 

Do. 
hyaline hyphae 1.5~6 
dark hyphae : 2~5 

Do. 
l-yaline hyphae: 1. 5~5 

普 clark hyphae : 2~6 
Hyaline hyphae often 

containing oil drops. 

Do. 
hyaline hyphae: 1. 5~6 
dark hyphae : 2~5 

持 Hyaline hyphae often 
containing oil drops. 

Do. 
hyaline hyphae: 1.5~6 
dark hyphae : 2~5 

発 Hyaline hyphae often 
containing oil drops. 

Do. 
hyaline hyphae: 1.5~7 

持 dark hyphae : 2~5 
Hyaline hyphae often 

containing oil drops. 

Do. 
hyaline hyphae: 1.5~6 

持 dark hyphae : 2~5 
Hyaline hyphae often 

containing oil clrops. 

Do. 
袈 hyaline hyphae: 1.5~6 

Dark hyphae rare and 
hyaline hyphae often con-
taining oil drops many 
pycnospores ancl spermatia 
forined. 
spore 17.S......_22、 5x7~8.5

spermatium , 2.-5 x 1 

Do. 
hyaline hyp¥.tae: 1.5~7 
dark hyphae : 2~5 

器 Hyaline hyphae often 
containing oil drops. 
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れない。

パレイシヨ寒天培地では，空中菌紙は，菌そうの周辺部の比較的若い菌緋、も，中央部の比較的古いと忠

われる菌総も，形態そのものにはあまり違いはない。ただ中央部の菌絡には陪褐色に着色しているものが

みられ.周辺部にはこれが少なし、点がやや異なる程度である。菌紙には隔膜があり，膜は薄く，無色ある

いは淡掲~暗褐色で透明である。ときに部分的に膨大することがあり，隔膜あるいは分岐点では細まるこ

とがある。菌紙の太さは 1.5~5μ で. SG91T を除くとヲ特殊な構造はない。潜入菌紛、はこれらと異な

り(隔膜を有し，分岐する点は同じであるが)， 穎粒質lこ富み.ときにi由滴を含む菌総が現われる。この

菌総とはそい無色透明な菌総のほかにp 透明な菌総の一部が暗褐色になった不透明な菌紙が現われること

がある。菌紙の太きはやや太田で， 1. 5~6μ である。

SG91 T だけは.第 6表の説明でもふれたように， Spermogonium と柄子殻が形成され (2 カ月を経

過した KPS 43-7 にも柄子殻が形成された)， Spermatia と柄胞子が多数存在した。それぞれの大きさ

は， Spermatia は 2.5x1μ，柄胞子は 17.5~25.0x 7~8.5μ で:催病葉上にみられるものと同じ大き

さであった。

CZAPEK 氏寒天培地上でも. 菌紙の形態はノマレイシヨ寒天培地の場合と大差がない。この場合にも，

SG91 T だけは Spermogonium と柄子殻を形成し， Spermatia と柄胞子の大きさはパレイシヨ寒天培

地の場合と同じであった。

斎藤氏しょうゆ寒天培地では，前 2種類の培地の場合と比較して，特に潜入菌総の形態が異なっていた。

すなわち，おおくの菌紙は透明で(もちろん暗色の菌総も存在するが)， これが呉常に膨大し，頼粒質お

よび泊滴を含み，太きも 2~10 1'， ときには 12μ にも達する。このような特徴は，供試した12の分離系

統に共通であった。この場合も. SG91T だけは菌そう中に Spermogomium をつくり， 2.5x1μ の大

きさの Spermatia を多数形成した。しかし，柄子殻は見られなかった。

菌そうのひろがりの早さは，斎藤氏しょうゆ寒天培地で最大， CZAPEK 氏寒天で最小であった。第 4 図

には接種後 6 日と 9 日の菌そうの直径を示してあるが，斎l藤氏しょうゆ寒天培地では，菌そうは 9 日後に

2 

3. 

E二二二--二ユ仁E豆司
島 At旬、 G d且ys 9d且0/5

111 E 斗 11

121 1，記::~. .:;:::J 12 

o .20 40 ・ 60 .80 0 20 .40 60 80 0 20 40 60 

匂 Dim1tetel^"of flll~号u.s ω10 l1y (m川
I?ota.to 2-1 附記<lB-01"- SωtQ'5 s'6y ~ClI' J'  . c.zo.pek包羽 lぱìOI1明F

1: KPS 43-7 

2: SPS-5 

3: Lks-2 

4: LGs-1 

5: HOM-1 

6: TMS-I0 

7: Lds-1 

8: R-1115 

9: UTL-4 

10: Lc-l 

11: SG91 T 

12: Ld-8 

第 4 図 3 種の培養基上の菌紙の成長(接種後 6 日および 9 日， 25~260C) 

Fig. 4 Fungus growth on the three k匤ds of the medium 

(25~260C ， 6 and 9 days after inoculation). 
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はペトリ皿の全面をおおい，成長はきわめて良好であった。 6 日後の直径聞には多少の違いはあるが， 9 

日後では全く差がない。これに対して成長のおそい培地上では 9 日後でも.かなり各系統聞に差がみら

れたが，この程度の差は，同一標本から分離された単胞培養間にも普通にみられるものである。

以上の培養試験の結果から，供試した12系統の培養の聞には.それほどいちじるしい差はみられない。

ただ SG91 T は，他の11系統にくらべて.子実体をつくりやすい特徴はあったが，他の性質については

差をみとめることはできなかった。このような結果からみて . Macroρh仰聞は Physa{ospora の不完全時

代であることは明らかである。

以上のべてきたように，形態観察および培養試験の結果，本試験に用いた菌はすべて同一種であること

は明らかである。

第 8 表には，これまでの研究者によって明らかにされた本菌の Physa{ospora ， Macrophoma 両時代の測

定値を示してあるが，これらと筆者の測定値との問には差があるとは考えられない。さらに筆者も，培養

試験によって，供試した Physalospora の不完全時代は Macrop加ma であることを明らかにすることが

できた。筆者が問扇とした菌も Physalospora laricina SAwADA で，不完全時代は MacroPhoma である

ことは疑う余地はなし、"

第 8表子のう，子のう胞子および柄胞子の測定値

Table 8. Measurements for dimension of ascus , asc.ospore and pycnospore 
of Physalospora laricina and its conidial stage , MacroPhoma (μ) . 

研究者
Physalos.ρora laricina Mac7ψh07na 

備 考

Author 子のう Ascus I 子のう胞子 Asc叩re 柄胞子 Pycnospore Remarks 

沢田(1950) 114~ 135 x 22~26 24~27X 13 
SAwADA 
魚住(1961) 25.2~33.6X 8.4~16.8 札幌 Sapporo
UOZUMI 

31~34.1XI2.4 22.5~30~7 .5~9 函館 Hakodate

24.8~27 .9x 9.3~12.4 24.8~27 .9x 6.2~9.3 宮城 Miyagi

越智(1930)後 18~34X6.0~10.4 
苫小牧

OCHl 
Tomakomai 

持亀井8) (1961) による。

なお，現在北海道に知られている Physalospora としては.福士υ(1921)によって明らかにされた P.

Mi"y叫eana と，西門9)(1921) の P. baccae とがある。 しかし.前者はコリヤナギ (Safix p叫グがlrea L. 

var. 仰gustifolia) を寄主としかっ分生子時代は Gloeosporium であり.西門の P. baccae は分生子

時代は Macrophoma reniformis で. Physalospora , Macro.ρhoma の関係は本病病原菌と同じではあるが，

子のう.子のう胞子および柄胞子の大きさは，先枯病菌のそれらとくらべてかなり小さく，かつ寄主はブ

ドウである。このような理由で.これら 2 菌は先枯病菌とは明らかに異なっている。

わが国で，針葉樹に寄生する Maîrophoma については，小林6)(1957) が . Macroρh抑a sugi H且A は，

スギの暗色枝枯病をおこすが， これの完全時代は Guignardia cryρtomeriae SAWADA であることを明ら

かにした。筆者は，この培養を，さきの培養試験に用いた12の分離系統と比較したが.これらとは菌そう

の状態も全く異なり.種類としても違うことはたしかである。



-192- 林業試験場研究報告第 142 号

広葉樹をおかす Physalospora については，伊藤・小林3)(1951) による，キリの校枯病についての報告

がある。両氏によって，病原菌は P. paulowniae で.この不完全時代は MacroρhOl叩a であることが明ら

かにされた。しかし完全時代の子のう，子のう胞子の大きさは，先枯病菌のそれよりも小さい。また.子

のう殻の鳴は先枯病菌のように長くないことなどから.これも本菌とは明らかに異なっている。また，最

近，西門ら 10)(195~) は， 中園地方でヤマハγ ノキの芽枯病をおこす病原菌の不完全時代として Macro­

phmna alnigena (Guignardia alnigena) を記載したが，これもやはり本菌とは異なっている。

外国では，方ラマツ属植物をおかして，先枯病症状をおこす菌についての報告は?これまでに出されて

いないようである。 Physalosþora については， HEsLER2>(1913) は.リ γゴをおかす P. cydoniae を報告

したが，これの不完全時代は Sphaeropsis であり SHEAR および STEVENS") (1924) , STEVENSω(1924) 

は，スグリとリツゴをおかす P. malorum を報告したが，これも不完全時代は Sphaeropsis である?さ

らに， STEVEN自13)(1926) は，かんきつ類の Physalospora ， P. fusca と P. rhQdina を記載したが.前者

の子のう胞子は褐色であり，後者の不完全時代は Dか，fodia であり， いずれも本菌とは異なっている c こ

れらのことから，本病病原菌は，わが国特産で，不完全時代として Macropho明仰をもっ Physalospora

laricina SAWADA であると結論される。

V 本病病原菌の生活史

本病病原菌の生活史について，すでに魚住19)(1961) は，宮城県鳴子町， 函結営林署管内および札幌市

仁 北海道大学苗畑の 3 筒所からの材料を用いて， Physalospora と Macrophoma の成熟期を調査し.本菌の

「生活史を明らかにした。これとは別に，佐藤15) (1961) も，東北地方の各地から，時期を異にして採集し

た標本により，本菌の生活史を発表した。
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第 5図生活史の資料採集地

Fig. 5 Locality of collection of materials for life history of the funguき.
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第 9表標本採集の日時および採集地

Table 9. Data of collected materials. 

e
 

a
h
 

号
仏
番
N -
1 I 24/1 苫小牧 Tomakomai 26 25/vn 大中山 Ônakayama 51 I/X 登別 Noboribetsu

2 I 29/I! 静狩 Shizukàri 27 25/vn 藤城 Fujishiro 52 4/X 稚内 Wakkanai
、円J 8/m 野幌 Nopporo 28 I 29/vn 苫小牧 Tomakomai 53 12/X 苫小牧 Tomakomai

4 9/m 熊野 Shoya 29 3~~~1 千才 Chitose 54 12/X 白老 Shiraoi

5 ζ 101m 様似 Saman 30 9/vm 早来日ayakita 55 24/X 早来 Hayakita

6 I 10/皿 幌.81] Horobetsu 31 9/vm 野塚 Nozuka 56 24/X 虎杖浜 Kojôhama

7 I 26/m 白老 Shiraoi 32 13/vJH 千松 Senmatsu 57 26/X 苫小牧 Tomakomai

8 I 281m 虎杖浜 Koj凸hama 33 15/vm 歌志内 Utashinai 58 27/X 栗山 Kuriyama

9 I 30/V キLメリ Sakkari 34 21/咽 千松 Senmatsu 59 111沼 錦岡 Nishikioka

10 31/V 砂原 Sahara 35 26/四 常呂 Tokoro 60 12/XI 早来日ayakita

11 8/VI 虎杖浜 Kojôhama 36 29/vm 白老 Shiraoi 61 12/XI 苫小牧 Tomakomai

12 8/VI 苫小牧 Toma:komai 37 291四 浜小清水 62 18/XI 旭浜 AsahihamaHama-Koshimizu 
13 9/VI 都阿 Nishikioka 38 301珊 網走 Abashiri 63 18/XI 広尾 Hiroo

14 17/VI 野塚 Nozuka 39 311咽 渚滑 Shokotsu 64 201沼 説11路 Kushiro

15 23/VI 壮瞥 Sôbetsu 40 311四
上幌内 65 21/沼 静狩 ShizukariKami-Horonai 

16 291羽 壮瞥 Sôbetsu 41 13/IX 遠別 Enbetsu 66 21/沼 浜中 Hamanaka

17 11羽 静狩 Shizukari 42 14/IX 豊富 Toyotomi 67 25/XI 野塚 Nozuka

18 6/vn 白老 Shiraoi 43 14/IX 稚内 Wakkanai 68 2/XlI 虎杖浜 Kojôhama

19 7/vn 苫小牧 Tomakomai 44 14/IX 徳満 Tokumitsu 69 61)但 大沼 Ônuma
20 11/羽 早来 Hayakita 45 l 己IIX 音標 Otoshibe 70 7/XlI 谷地山 Yachiyama
4勺2: 19/vn 千松 Senmatsu 46 I 21/IX 沼の端 Numanohata 71 7/XlI 自我眉野 Gabino

22 20/vn 日司 Hizuka 47 25/IX 千松 Senmatsu 72 18/XlI 虎杖浜 Kojôhama

23 20/羽 野塚 Nozuka 48 29/IX 梅川 Umekawa 73 26/XlI 広島 Hiroshima

24 21川E 苫小牧 Tomakomai 49 30/IX 日司 Hizuka

.i::J 24/vn 蛾眉野 Gabino 50 I/X 野塚 Nozuka

採集

Locality 地 |lrlJJ 採集Locality 地1I~;1 D~te 1 採集Locality 地

筆者は 1959 年から 1961 年にかけて道内各地で採集された.先枯病寝病枝葉上に現われる Physalospora

の子のう殻と ， Macrophoma の柄子殻の成熟期を調査した結果， 本菌の生活史を明らかにすることがで

きたc これに用いた標本の採集地.採集時期は第 5 図および第 9 表に示してある。第 5 図中の番号は第 9

表の番号および採集時を示している。

このように採集された標本を精査し ， Physalospora の予のう殻および Macropho明G の柄子殻が完熟し

ているかどうかをたしかめた結果.第10表のような，子実体の完熟時期を示す表がえられた。この表中，

丸印は採集月日，すなわち ， Physalospora あるいは Macrophoma の完熟個体が得られた月日を表わし，

丸印の左側の数字は，第 9表の番号によって，採集日と採集地を知るための数字である。

第10表から明らかなように.完熟した Physalospora の子のう殻は 1 年を通じて観察され， Macrophoma 

の柄子殻は 7 月 10日ごろから 11月 20日ごろまでの聞に観察される。なお. 7 月中旬ごろから司 Spermoｭ

gonium が擢病枝上に形成されるが，これについての詳細な観察は行なわなかった。

子のう殻の形成は 1 年を通じておこなわれることはすでにのべたが，本年擢病した新橋上での形成は10

1きにはいってからであることが第10表からも知られる。まれに 8 月に観察されたが，これは例外といっべ
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第10表 Physalospora と MacroPh捌S の成熟時期

Table 10. Appearance of fructifications of Physalosρora laric初a S.AWA.D.A 

and Macroρhoma sp. in Hokkaido. 
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(Note) p: Physalospora laricina SAWADA 

M: Macro，ρoma sp. 

E. : Physalosρora produced on the shoot infected this year. 

きであろう。そして，標徴の項でものべたように，越冬した擢病枝上では.次々と子のう殻が作られるが.

5~6 月に至って，その数は最大に逮する。このことから.この時期に子のう胞子の放出が最も活発に行

なわれ，第 1 次伝染をおこすものと考えられる。これ以後は漸次その数は減少してし、くが，新たに羅病し

た新梢上に子のう殻がつくられる10月ごろまでは，前年の擢病校上にも.かなりの子のう殻がみとめられ

る。これらの事実から，本病病原菌の越冬は，子のう殻および.擢病校中の菌紙、塊によっておこなわれ，

この菌紙域が，次々と子のう殻を形成するものと解される。

柄子殻の形成は， 7 月 10日ごろから11月 20日ごろまでつづくのが普通であるが.まれには擢病枝上で越

冬することもある。この形成はじめの時期は，地方によって多少の遅速はあろうが.千松(留繭地方〕に

おいても，すでに 7 月 19日に採集されていることから，あまりひどい差はないもののようで，ほほ 7 月上

旬ごろからはじまるものとみてよいであろう。しかし，道東.道北地方についての具体的な資料がないの

で断定することはできない。

このように，子のう胞子は 5~6 月を頂点として 1 年中形成され.柄胞子は 7~11月聞に形成きれる

ということは，カラマツの全成長期間にわたって病原菌の胞子が存在することになる。魚住19) (1961) は.

本菌の生活史に関する説明の中で司 「子のう胞子の成熟期は.札幌.函館地方では 9~10月に認められる

が司おおくは11月ごろから成熟しはじめ，翌春3~5 月まで子のう殻中に存在する。宮城県下では. 7 月

に子のう殻と板子殻両世代が形成されていたが，これは環境条件によって影響されるものらしいJ とのべ
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ており， 5~10月間の子のう殻の形成についてはふれていない。しかしおそらく 7 月に宮城県下で採集

された標本の中には，昨年擢病した古い校と今年羅病した新しい校とがあって，古い方の枝には子のう殻

が，新しい校には柄子殻ができていたのではないかと考えられる。もしそうであれば. 5~10月間の空白

も埋まり， 1 年中子のう殻が形成されていることを裏書きすることになる。

佐藤15) (1961) は，本菌の生活史について， r子のう胞子は年中存在し‘また柄胞子もカラマツの生育

期間の大半にわたって存在する」とのぺ.筆者の観察とぎわめてよく一致する結果を報告している。さら

に Sperrriogoniurn は 7 月からでき始め，主として10月ごろまでおおくみられる」とのべているが.筆

者は道内の標本調査の際，とくに Sperrnogoniurn の出現時期については調査を行なわなかったので.道

内では時期的に，どのような現われ方をするかについての資料をもっていない。

以上の結果を総合し，量的な意味をも加味すると，第 6 図に示す本病病原菌の生活史が得られた。

Ja.It. Feb. 門a.r. Apr. 

Fi.g. 6 Life history of Physalospora and MacY(I件oma causing shoot blight disease of larch. 

\1 要約

1. 北海道におけるカラマツ先枯病の被害は.最近急、激に増加し，これによる造林地の被害面積は，昭

和 36 年 7 月現在で， 国・道・民有林合計で司約 14.α)O ha に達し. 調査が進めばさらに増加するものと

考えられる。なお，苗畑の方ラマツ養成苗にも被害が目だち‘病原菌が苗畑から造林地に運ばれるケース

がかなりあるようにみられる。

被害のとくにおおい地域は，道南の海岸地方と，白老，苫小牧付近の，太平洋の沿岸地方で.この地域

だけに，全道の被害の約 6 割が集中している。このほか.日本海，およびオホーツク海沿岸にも，かなり

被害が目だっている。内陸では.最近.苫小牧一札幌聞の造林地に目だちはじめ.歌志内にも.相当な面

積にわたって被害がでている。

2. 本病は当年伸長した.いわゆる新梢の部分に限って現われ.通常，穣病校の先端は下垂し.枝の一

部から樹脂を吹きだす。毎年この病気がくり返し発生すると.樹高成長は全く停止し司枯枝がたくさん着

生し，ほうき状となる。激害林分には.植栽後7~8年で樹高がわずか 1m前後しかなし、カラマツは珍し

くない。

3. 道内の各地から，時期別，樹種別に採集した羅病校上に現われた病原菌の子実体を.完全時代と不

完全時代とに分けて，その形態を観察した。その結果.子のう殻，柄子殻などの大きさは.非常に差があ

り，同一標本聞においてさえもそうであった。しかし，子のう.子のう胞子および柄胞子は，ほとんど一

定した値を示していた。

4. 観察に用いた標本の一部および他の標本から(主として樹種別に〉分離した12の培養を， 3種類の

培地に培養して，菌そうの形態や菌紙の性質を観察した結果 これらの間には違いがみとめられなかっ
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た。ただ 1 系統だけは，柄子殻と柄胞子を作りやすいものがあった。

, 5. 既往の研究と比較してみると，北海道のカラマツ先枯病菌も ， Physalospora laricina で，道内に広

く分布していることが知られる。また，本菌の生活史は，完全時代は，新橋上では10月にはいってから形

成され‘翌年の 5~6 月ごろにその数は最大となり，完熟した子のう胞子がたくさんはいっているので，

この時期が胞子の放出が盛んに行なわれるものと考えられる。さらに子のう殻は前年程病校上に10月ごろ

までつくられつづける。また，柄子殻は羅病新梢上に 7 月上旬から 11月まで作られる。したがって， 1年

中子のう胞子は存在するわけで.とくに方ラマツの生育期間の大半にわたって.子のう胞子と柄胞子が存

在することになる。
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図版説明

(Explanation of plates) 

Plate 1. 

A: 昭和28年値栽の激害木。ほとんどすべての新梢は擢病し枯死している (9 月中旬)。

Heavily infected larch by the shoot blight disease (Planted in 1953). Almost all the 

shoot is infected (Middle September). 

B: 新梢が毎年くり返しておかされるので，ほうき状になったカラマツ激害木 (8 月中旬)。

A larch tree like a broom as the result of repeated attack of the disease (Middle August). 

C: 二次成長した小枝がおかされた方ラマツ苗木。樹脂の浸出が明らかに認められる (10月上旬)。

A larch seedling infected at the shoots growing from axillary buds. The resin exudation 

is obvious (Early Octover). 

D: 頂端がおかされ，典型的な先枯症状となったカラマツ苗木 (9 月下旬〉。

A larch seedling infected at the top of the shoot (Late September). 

Plate 2. 

A: 新梢がのびはじめると，昨年の被害木も回復したかにみえる (6 月上旬)。

The damage becomes obscure in the begining of the growing season (Early June). 

B: 激害林分の一部 (9 月下旬)。

A part of heavily infected larch plantation (Late September). 

C: 落葉後のカラマツ激害林分の一部 (10月下旬)。

A part of heavily infected larch plantation after defoliation (Late October). 

Plate 3. 

A: 先枯病にひどくおかされた新梢 (8 月中旬)。

A shoot heavily infected by the disease CMiddle August). (x 1/2) 

B: 前年おそく感染し，成長開始後に現われた病徴。樹脂が明らかにみとめられる (6 月上旬)。

A symptom appearing in a shoot which was infected later last year. Resin is obvious 

(Early June). (x 1/2) 

C: 融雪後，前年伸長したカラマツ苗の新檎基部に現われた収縮した病患部 (5 月上旬)。

One of the type of symptom which appears mainly to larch seedlings after the period of 

snow-melting. The shrinkage is found at the base of the shoot (Early :.1ay). (x 2 ) 

D: 羅病した新梢先端部。黒色小点は本菌の柄子殻である (8 月下旬)。

Infected top of a shoot. Black points appearing at the uncler surface of leaves are pycniclia 

of the causal fungus CLate August). (x 3) 

E: 権病した新檎の中間部がくびれて‘一部から樹脂をふきだす病徴 (4 月下旬)ご
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One of the type of symptom. The resin exudation and the shrinkage are obvious (Late 

April). (x 3) 

Plate 4. 

A: 二次成長した小枝がJ隠病して枯死し.これから主軸の上下方向に病気が進んでいく (8 月中旬)。

The lesion in a shoot spreads vertically from a secondary growing shoot previously 

diseased (Middle August). (x 3 ) 

B: 向上。 Ditto. (x 2) 

C: 浸出した樹脂と子のう殻を内に有する子座様組織。 5~6 月に子のう殻の数は最大となる (5 月下

旬)。

Exuding resin and the stromatic structure containing perithecia. The number of perithecia 

increases in May~ J une (Late May). (x 3 ) 

D: 樹皮を破って現われた子座様組織 (2 月)。

Stromatic structure protruding from the bark (February). (x 2 ) 

Plate 5. 

各地から採集された病原菌の子のう殻。 Perithecia collected from yarious localities. (x 150) 

A. 函館。 Hakodate ， 6/溜， '61 

B. 苫小牧。 Tomakomai ， 12/氾， '61 

C. 広尾。 Hiroo ， 18t氾， '61 

D. 渚滑。 Shokotsu ， 31/ Vßl, '61 

E. 浜小清水。 Hamakoshimizu ， 29/Vßl, '61 

F. 苫小牧。 Tomakomai ， 24/ 1 , '61 

G. 千松。 Senmatsu ， 13/Vßl, '59 

H. 浜中。 Hamanaka ， 21/XI , '61 

Plate 6. 

A~D. 産地を異にする病原菌の柄子殻と柄胞子。 Pycnidia and pycnospores collected from 

various localities. (x 150) 

A. 渚滑。 Shokotsu ・ 31/Vßl， '61 

B. 下幌内。 Shimohoronai ， 31/Vßl, '61 

C. 函館。 Hakodate ， 25/vn, '61 
D. 登別。 Noboribetsu ， l/X , '61 
E. 8 月中旬に歌志内で採集した病原菌の柄胞子。 Pycnospores collected at Utashinai middle 

August. (x 鋭泊)

F. 1 月下旬に苫小牧で採集した病原菌の子のうと子のう胞子。 Ascus and ascospores collected at 

Tomakomai late January. (x 印0)

G. 8 月中旬に千松で採集した子のう胞子。 Ascöspores coUected at Senmatsu middle August. 

(x 600) 

Plate 7. 

分離i原を異にする培養の状況。上半分はパレイシヨ寒天，下半分は斎藤氏しょうゆ寒天培地上の培養

(25~260C ， 20 日後)。

Appearance of isolates from various sources of isolation. Upper half is the appearance on 

potato dextrose agar and lower half is that on Sa�o's soy agar (25~260C ， 20 days). 

A: LGs-l, B : R-1l15 , C : Ld-8 , D : Lks-2. E : Lds-l, F : SG 91 T. G : SPS-5 , 

H : TMS-10 , 1 : Lc-l, J : KPS 43-7 , K : HOM-1. L : UTL-4 
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Plate 8. 

3 種の培地上での菌紙の性質。 Characteristics of hyphae on three kinds of the medium. 

Left column : On potato glucose agar. 

Middle column : On Saito's soy agar. 

Right column : On Czapek's solution agar. 

A~C : KPS 43-7 , D~F : SG91 T. 

Left column : 

A , D: コロニー先端部の空中菌紙。 Aerial hyphae in the marginal part of the colony. 

B , E: コロニー中央部の空中菌紙。 Aerial hyphae in the central part of the colony. 

C: 潜入菌称。 Submerging hyphae. 

F: コロェー中央部に形成された柄胞子。 Pycnospores produced in the central part of the 

colony. 

Middle and Tight column : 

A , D: コロエー先端部の空中菌称。 Aerial hyphae in the marginal part of the colony. 

B. E: コロ三一中央部の空中菌紙。 Aerial hyphae in the central part of the colony. 

C. F: 潜入菌称。 Submerging hyphae. 

Studies on the Shoot-blight Disease of Larch Trees II. 

The distribution, morphology and life history of the causal fungus. 
Shun-ichi YOKOTA 

(R品sumé)

• Because of the fact that larch plantations infected by the shoot-blight disease are generally 

situated near the seashore , the disease has hitherto been associated with strong sea-breeze in 

the growing season of larch trees and not caused by a pathogenic fungus. The causal fungus 

of the disease was discovered first in 1938 by Mr. M. OCHI at Tomakomai ‘ Hokkaido. who 

described it in a graduation thesis as a species of the genus Macroρhoma. ln 1950 , the late Dr. 
K. SAWADA described taxonomically a fungus Physalos，ρora laricina SAW ADA sp. nov. , as the 
causal fungus of the disease of larch seedlings collected in various localities in the T�oku 

district. 

Since then , few reports have been published upon the shoot-blight disease of larch trees 

in Japan. The reason for this scarcity could be that the total area of larch plantation was 

yet smal l, and the damage caused by the disease did not reach significant proportions. 

ln recent years , the damage caused by the shoot-blight disease to larch plantations ancl 

larch seedlings in many forest nurseries in Hokkaido and the T�oku district , increased 

considerably, and the area of the larch plantations suffering from the disease amounted to 

about 14 ， 0∞加 (up to July , 1961). lt is more or less certain that this figure will become 

greater as the survey on the infected plantations progresses. 

ln 1961 , Mr. T. UOZIDU made it clear that the causal fungus of the disease in Hokkaido 

and the T凸hoku district was identical with Physalospora laricina SAWADA and the imperfect 

stage was Macroph01持a sp. Besides , the writer has been investigating the disease since 1959 
in Hokkaido , and has already published his findings in the first report under the general 

title , on the propagation of the disease in forest nurseries. In the present paper , the writer 
deals with the results of (1) a survey on the distribution of the disease in Hokkaido. (2) 
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observations on the morphological and cultural characteristics-, and (3) the life history of the 

causal fungus. 

( 1) Distribution and symptoms of the disease. 

Distribution of the disease. 

Diseased larch plantations are generally concentrated near the seashore 司 as shown in Fig. 

1-along the coast of the ]apan Sea connecting Hakodate-Esashi -Yoichi -Otaru-Rumoi 

Haboro-Wakkanai, the Pacific coast connecting Hakodate-Oshamanbe-Muroran-Tomakomai 

-Urakawa-Hiroo-Kushiro-Nemuro and the coast of the Sea of Okhotsk connecting Nemuro 

-Shibetsu-Shari-Abashiri-Monbetsu-Esashi-Wakkana�. Among these ‘ the Oshima and 

the Hiyama district , southern part of Hokkaido , and the coastal region of the Uchiura Bay 

(mainly lburi c1istrict) are the most severely infectec1 areas , amounting to 60 percent of the 

total c1amaged area in Hokkaido. 

1n the inner parts of Hokkaido , consic1erable c1amage of larch plantations in Utashinai has 

been known anc1, recently , the damage in the region between' Sapporo anc1 Tomakomai has 

become conspicuous. 

As regards the damage of larch seedl匤gs in the forest nurseries , it is saic1 that about 

400 ,000 seec11ings were infectec1 in 1957 in a nursery locatec1 along the coast of the Uchiura 

Bay , anc1 in many nurseries sitl1ated in the disease affectec1 region , fairly abunc1ant c1amage 

has been caused to larch seedlings. The location of these nurseries is shown in Fig. 2. 

A very significant fact is that the diseased seed!ings are transported to new plantations. 

and the c1isease spreads from these seedlings to healthy ones. 1n almost all cases the source 

of infection is the diseased larch hec1ge cultivated for the windbreak in the nurseries. 

Symptoms of the c1isease. 

As has been stated abo-:"e , the c1isease affects not only ac1ult larch trees but also nursery 

stock , and the infection occurs only in the shoots growing this year and not in the old twigs 

(Plate 1 , 2). 
The symptoms of the c1isease can be divided generally into two types. The one is the type 

hanging at the t6p of the infected shoot. and the other is that stanc1ing erect. Why two types 

occur is mainly due to the difference of the time of infection (Plate 3 , 4). 
Th巴 first apperances of the symptoms show themselves in early July as hanging at the top 

of the shoot with the change of color in the leaves ranging from green to pale yellowish green. 

Then , the leaves in the infectecl part of the shoot c1efo!iate except at the top where brown 

deacl leaves remain. The color of the hanging shoot also turns brown. 1n many cases , resin 
exudes from a part of the infected shoot. 1nfectecl shoots soon die and dry , giving off a 

conspicuous contrast with the healthy part resulting from the shrinking of the dead tissue. As 

the disease progresses the infection occurs not only at the top of the shoot and the secondary 

growing small shoots but also at the middle part of the shoot. 

These are the typical symptome of the c1isease and are seen from early ]uly to early 

October. After that perioc1, the infected shoots do not hang but remain straight. 1t may be 

dl1e to the hardening of the tissue of the infected shoot. 1n this case , also. the resin exudes 

from a part of the shoot and" the dead tissue dries out and shrinks. 

( 2) The morphological and cultural characteristics of the causal fungus 

The morphological characteristics. 

When the color of dead leaves remaining at the top of the cur¥'ecl shoot becomes 
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purp!ish brown , -middle~late July in the earlier case-small , blackish points appear on the 
uncler-surface of the remaining leaves and the hanging part-of the. infected shoot. These are 

the fruit boclies of Macroρhoma; the conidial stage of the causal fungus. Pycnidia can be seen 

.generally till late November (Plate 3. D). 

During the summer season , there appears the spermogonium of the causal fungus in the 

inner part of the pre-matured perithecium. 

In general, the fruit boclies of the ascigerous stage of the causal fungus appear .after 

November (Plate 4. C , D). This is the perithecium of Physalospora laricina and the fungus 

spends the winter in the form of perithecium or mass of hyphae. Thus , the fungus continues 
to produce the perithecium until November , the next year. 

The late Dr. K. SAW.A.DA and Mr. T. UOZUMI described the ,morphology of the causal 

fungus , respectively. To compare the morphology of the causal fungus in Hokk~ido with those 

two author's results , the writer collectecl many samples from various localities in various 

関asons and measured the dimension of the fruit bodies in the conidial and ascigerous stages 

(Fig. 3 ancl Table 2). 

As clearly shown in Table 3 and Table 4 , the size of perithecia and pycnidia varies in a 

<:onsiderable range. On the contrary , the size of ascus , ascospore and pycnospore coincide well 
with each other ancl with the results of the above two authors , regardless of the species of 

host trees , locali ties , and the time of collection (Plate 5 , 6). 
The cultural characteristics. 

Cultural experiments were carried out to determine whether any difference of cultural 

characteristics existed between 12 isolates. These isolates contain 4 from mono-ascosporus 

origin , 3 from mono-pycnosporous origin and 5 from diseased tissue. Details of these isolates 

are shown in Table 5. 

They were cultured on three kinds of cu!ture medium , i. e. potato dextrose agar , Saito's 
soy agar and Czapek's solution agar. Small pieces of the mycelium of each isolate previously 

<:ultured were inoculated to three kinds of medium and kept at the temperature of 25 ~ 260C 

for 20 days. After that period , macroscopic and microscopic examinations were carried out 

<m the characteristics of fungus colony ancl mycelium. These results are shown in Tables 6 

ancl 7 (Plate 7 , 8). 
Aﾌnong 12 isolates , there appeared no conspicuous clifference in either the macroscopic or 

thel microscopic characteristics. Only one isolate , SG 91 T formed many spermogonia and 

pycnidia easily. 

Comparing these results on the morphological and cultural characteristics with those obtained 

by-the late Dr. K. SAW.A.DA ancl Mr. T. UOZUM1 , the fungus under consideration is iclentical with 
Physalospora laricina SAW.A.DA, ancl Macrophoma is a coniclial stage of the fungus. Consequently. 

1t is made clear that the causal fungus , Physalospora [aricina , is widely distributed in Hokkaido. 

(3) The life history of the fungus. 

As for the life history of the pathogenic fungus , Physalosρora Taricina , Mr. T. UOZUMI 

stated , basecl on the materials collectecl from Sapporo , Hakoclate and Miyagi in various 

seasons , that “ ascospores matured genera11y in November and they remained in perithecia ti11 

March-May in the next year. Pycnospores were found in June-September on the infected 

台hoots and leaves. ……・・"

The writer co11ected many samples infected by the disease from various localities to 
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determine whether the peri也氏ium or pycnidium matured. The localities and the time of coト

lection are shown iil Fig. 5 and Table 9. 

From results of the examinations on the .:;ollected samples, the time of appearance of 

ascospores and pycnospores was clarified and Table 10 was obtained. Table 10 shows that 

well developed perithecia exist all the year round , and mature pycnidia are seen between 
early July and late November. 

Detailed observations on the production of perithecia indicate the following important and 量[1

interesting facts : on the shoots infected this year the perithecium is produced first in October ; 

then the fungus continues to produce perithecia and spends the winter in the form of perithecia :::-.~ 

or mass of hyphae ; the number of perithecia reaches maximum in May-June and in this 

season the sprouting of ascospores takes place in large quantities for the first infection of the 

disease. From these results the diagram in Fig. 6 showing the life history of the causal 

fungus is obtained. 

Laboratory of Forest Pathology, 
Hokkaido Branch , Gov. For. Expt. Sta. 

Sapporo , Japan 
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